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 河川法において「環境の整備と保全」が治水・利水とならぶ河川管理の柱として取り入れられて以

降、貴省におかれましては、河川環境に影響を与える侵略的外来種にかかわる対策を積極的に進

めて来られたことにつきまして、敬意を表します。特に近年は、「流域治水」の考え方が各河川にお

ける河川管理基本方針にも反映され、地域の特性を活かしながら河川流域を管理する観点から、河

川に侵入・定着した侵略的外来魚に対する適切な対応も、重要性を増してきていると考えられます。 

 外来生物法の規制対象である特定外来生物に指定されたオオクチバスとブルーギルは、1990 年

度から実施されている「河川水辺の国勢調査」において、外来魚のなかで抜きん出て確認頻度が高

い状況が現在に至るまで継続しています。 

さらに、同じく特定外来生物のコクチバスは、調査開始時点には確認されていませんでしたが、２巡

目の調査以降、回を重ねるに従って生息水系が急速に拡大しています。また、チャネルキャットフィ

ッシュも、複数の河川水系で生息が確認されるようになってきました。なお、河川水系におけるコクチ

バスの顕著な分布拡大は、外来生物法により厳罰で禁止されている意図的放流によるものと推測さ

れ、そうした行為がなされる背景として、放流が禁止される魚種であっても、いったん生息水域が確

保されるとそこを釣り目的で利用できるという状況が、外来生物法施行後も継続していることが考えら

れます。 

 これらの外来魚は主として止水環境に定着しやすく、河川環境ではダム貯水池や下流域で増殖す

ることがあり、増加した個体は河川の水系伝いに生息範囲を拡大させるおそれがあります。特にコク

チバスは、止水環境だけでなく流水環境にも適応しており、これまでオオクチバスやブルーギルの影

響をあまり受けなかった河川の中流・上流域においても、強力な捕食者として他の魚種等に対する

影響が懸念されています。 

 このような状況に鑑み、日本魚類学会では、河川生態系の重要な構成養素である魚類が健全に保

全され、将来にわたってそれらを引き継ぐため、河川管理者である貴省ならびに貴機構に以下の要

望をいたします。 

 

１． 河川環境が侵略的外来魚の侵入・定着により深刻な生態的影響を受けるとともに、河川を通じて

生息範囲やその影響が拡大するというリスクを十分に想定し、河川管理におけるこれらの外来魚

の生息状況を継続的に把握するとともに、必要に応じ生息やその利用を抑制するための対策の

強化に努めていただきたい。 

２． オオクチバス等の外来魚の生息抑制対策が実施され、低密度化などの効果を挙げているダム

施設もあることから、そうした先進的事例を参考にしながら、日常の施設管理のなかで外来魚の

生息状況の把握に努めるとともに、施設の特性に応じた外来魚対策についても積極的に検討・

実施いただきたい。 

３． コクチバスに関しては、近年の河川における急速な拡大傾向と、流水環境において他の魚種等

への深刻な生態的影響が推測される事態に鑑み、河川管理者として普及・啓発を含めた適切な

防除を強化していただきたい。 



４． 上記した要望内容が実施されるよう、各河川で整備計画を策定するにあたっては、対策を適切

に盛り込むことで、多様な主体の理解を深め、協力の裾野を広げるよう取り組んでいただきた

い。 

 

 今後の河川管理におかれましては、これらの要望について格別のご配慮をいただきますよう、お願

いいたします。 
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